
T i m e  S c h e d u l e

16：30 - 

入所

課題演習

15：00 - 

開講式・オリエンテーション

13：15 - 14：4510
月

27
日
／
月

日  程 令和7年10月27日(月)～10月31日(金) (5日間)

対  象 市区町村職員　中堅職員以上

定  員 ４０名

経  費 8,800円 （食費を除きます。また、教材用図書費が別に必要となる場合があります。）　

申込期限 令和7年8月1日(金)

場  所

公共交通とまちづくり

令和7年度 専門実務課程

数人の演習班に分かれ、各市町村が直

面する政策課題をテーマとして、自主

的なグループ討議を行います。

公共交通政策に係る法制度の概要や国

の動向等について学びます。地域交通

の現状をはじめ、「地域公共交通の活

性化及び再生に関する法律」及び「地

域公共交通計画」の概要、国が行う持

続可能な地域公共交通に向けた政策や

関係法の改正など、最新の国の動きに

ついて幅広くお話いただきます。

公共交通とまちづくりの考え方やビジョ

ン、人口減少・少子高齢化時代における

公共交通と市町村の役割、持続可能な地

域公共交通施策の実践に必要な知識等を

学びます。

公共交通が担う役割とまちづくりにもた

らす効果など、行政が公共交通にかかる

施策をどのように進めるかを考える上

で、根幹となるお話をいただきます。

市町村職員中央研修所研修部
TEL 043-276-3126 URL h t tps ://www . jamp .g r . j p

申込み
問合せ先

※記載内容は、都合により変更となることがありますので、あらかじめ御了承ください。
※研修開始の約１週間前に「WEBポータル」を通じて「時間割」を掲示しますので、最新情報をご確認ください。

申込方法

研修のご案内は「

https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/

運転手不足等に伴うバス路線の減便、廃止や利用者減少に伴うローカル線の廃線危機など、

地域公共交通は全国的に厳しい状況に置かれています。地域公共交通を取り巻くこれらの課題

や現状を踏まえ、持続可能な公共交通の維持・運営方法や国の政策をはじめ、モビリティマネジ

メントや新たなモビリティサービス、ローカルバス・鉄道事業者や地方自治体が行う様々な取組等

について、講義、演習、事例紹介等を通じて学び、これからの時代おける公共交通とまちづくりの

あり方について考察します。

JAMP Newsletter 検　索☞

WEBポータル
市町村アカデミー

研修の
ペーパーレス化

JAMP Newsletter」でも配信しています。

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）千葉市美浜区浜田１丁目１番地

・市町村アカデミーのホームページ右側に表示される「申込みはこちら」をクリック
して開いた「WEBポータル」から、お申込みください。

・「WEBポータル」のご利用に当たっては、アカウントの作成が必要となります。

・研修受講に当たっては、講義資料等の指定された電子データを「WEBポータル」

から、予めノートPC等の端末にダウンロードした上で持参してください。

・端末の持参が難しい場合は、講義資料等を紙に印刷して持参してください。

公共交通とまちづくり

9：00 - 12：00

課題演習

17：00 - 17：45

10
月

28
日
／
火

討議

討議

討議

講義

講義

一般社団法人グローカル交流推進機構理事長

土井　勉  氏

国土交通省総合政策局地域交通課

13：00 - 14：10

公共交通に係る法制度と国の動向

運転手不足や乗降客減少に伴うバス路線

の減便、減少、ローカル鉄道の廃線危機

など、全国各地で大きな課題となってい

る公共交通の維持・運営について、国内

だけでなく、海外の先進的な事例に目を

向けながら、課題解決に向けた糸口を探

るとともに、持続可能な公共交通のあり

方等について学びます。

講義

京都府立大学公共政策学部教授、

ポートランド州立大学シニアフェロー

川勝　健志  氏

14：25 - 17：00

持続可能な公共交通
～公共交通経営を海外先進事例から
考える～

https://www.jamp.gr.jp/
https://www.jamp.gr.jp/
https://www.jamp.gr.jp/
https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/
https://app.jamp.gr.jp/portal_kenshu/
https://app.jamp.gr.jp/portal_kenshu/
https://app.jamp.gr.jp/portal_kenshu/
https://www.jamp.gr.jp/wp-content/uploads/2020/04/paperless.pdf
https://www.jamp.gr.jp/issue/mailmagagin/
https://www.jamp.gr.jp/access/


T i m e  S c h e d u l e

9：00 - 12：00

モビリティ・マネジメント

環境や健康に配慮した交通行動を呼びか

けていくことにより、多様な交通手段を

適 切 に 利 用 す る 状 態 を 目 指 す モ ビ リ

ティ・マネジメントの考え方や事例につ

いて学びます。様々な事例や研究、実習

等を通じ、地域の活性化に向け、質の高

い公共空間の必要性を訴える内容となっ

ています。

ＩＣＴを活用した新たなモビリティサー

ビスやＭａａＳの動向、交通分野におけ

る先進的な取り組み等について学びま

す。先進的な技術に関する様々な事例を

通じ、交通分野が抱える根本の問題や課

題解決につながる視点、地域公共交通の

目的や目指すべき姿等について考察して

いきます。

10
月

29
日
／
水　
　

15：50 - 17：45

大井川鐵道株式会社社長

（元いすみ鉄道株式会社社長）

鳥塚　亮  氏

愛媛大学社会共創学部教授

松村　暢彦  氏

東京大学大学院新領域創成科学研究科特任教授

中村　文彦  氏

9：00 - 10：35

ローカル鉄道の現状・課題と取組み
講義

講義13：00 - 15：35

新たなモビリティサービスの動向

網走バス株式会社専務取締役

明神　健太  氏

講義

講義

10：50 - 12：00

地域バス事業者の現状・課題と取組み

美祢市総務企画部地方創生監兼地方創生推進室長

佃　侑祐  氏

14：25 - 15：35

事例紹介２

鶴岡市企画部地域振興課

13：00 - 14：10

事例紹介１

廃止危機にあるローカル鉄道をユニーク

な発想により再生したローカル鉄道事業

者から、地域の活性化や利便性の向上に

向けて行う様々な取り組みについてお話

いただき、それらを通じて見えるローカ

ル鉄道の現状と課題、課題解決に向けた

糸口等について学びます。

運転手不足や乗客減少といった課題を抱

える地域バス事業者から、地域の実態や

ニーズに合わせて行う様々な取り組みや

地域との関わり方などについてお話いた

だきます。地域バス事業全体の現状・課

題等について学ぶとともに、課題解決の

糸口を探ります。

課題演習

10
月

30
日
／
木　
　

12：10 -

9：00 - 12：00

課題演習
演習班ごとに討議した成果を全員の前

で発表し、質疑応答や意見交換を行い

ます。その後、講師から講評をいただ

きます。

豪雨被害によりローカル線のあり方が

問われる中、持続可能な交通空白地帯

の解消に向け、代行バスの運行を始め

する地域と連携した公共交通の議論を

行っている市町村の事例から、地方自

治体が置かれている現状や課題、取り

組み等について学びます。

地域公共交通政策に先進的に取り組ん

でいる市町村の事例から、施策立案・

実施のポイントを学びます。

修了式

10
月

31
日
／
金

M E M O

発表・講評

15：50 - 17：45

課題演習

討議

討議

京都府立大学公共政策学部教授、

ポートランド州立大学シニアフェロー

川勝　健志  氏

レクチャー＆フォーラム

レクチャー＆フォーラム
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